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平成22年9月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報
委
員
８
名・指
導
員
40
名
が
守
る

個
人
タ
ク
シ
ー
再
生
の
最
前
線

街
頭
営
業
適
正
化
特
別
委
員
会
・
街
頭
営
業
適
正
化
推
進
指
導
員　

平
成
22
年
度
合
同
会
議
開
催

街
頭
営
業
適
正
化
の
意
義
を

48
名
の
委
員
・
指
導
員
が
共
有

　

業
界
最
大
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
一
部
事
業

者
に
よ
る
不
適
正
な
街
頭
営
業
を
、
都
個
協
と

し
て
自
主
的
に
排
除
・
指
導
す
る
指
導
員
。
平

成
20
年
に
不
適
正
営
業
の
実
態
が
テ
レ
ビ
報
道

さ
れ
、
個
人
タ
ク
シ
ー
へ
の
社
会
的
な
批
判
が

高
ま
る
中
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

合
同
会
議
で
は
、ま
ず
佐
藤
副
委
員
長
が「
負

担
の
大
き
い
役
目
で
す
が
、健
康
に
留
意
し
て

２
年
間
、頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
開
会
あ

い
さ
つ
。
そ
し
て
木
村
会
長
の
現
状
報
告
を
交

え
た
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、第
１
～
第
10
班
の
班

長
に
対
し
て
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
相
澤
委
員
長
が
８
名
の
委
員
を
紹
介
し
、街
頭

営
業
適
正
化
の
取
り
組
み
の
経
緯
と
時
代
背
景
、

取
り
組
み
の
重
要
性
、重
点
地
区
な
ど
に
つ
い
て

解
説
。
特
に
今
年
度
の
指
導
方
針
と
し
て
、こ

れ
ま
で
は
排
除
指
導
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
し

た
が
、今
後
は
不
適
正
営
業
事
業
者
の
特
定
に
力

点
を
置
き
、指
導
規
程
に
基
づ
く
処
分
を
的
確
に

行
う
こ
と
に
よ
り
不
適
正
行
為
を
繰
り
返
す
事

業
者
の
根
絶
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
て
、証
拠
映
像
の
確
保
の
た
め
に

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
新
た
に
導
入
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
質
疑
応
答
を
行
い
、最
後
に
濱
田
委

員
の
閉
会
あ
い
さ
つ
を
も
っ
て
終
了
。
会
議
を

通
し
て
48
名
の
委
員
と
指
導
員
は
、今
後
２
年
間

の
取
り
組
み
の
意
義
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、街

頭
指
導
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

木
村
会
長
あ
い
さ
つ

最
重
要
課
題
に
力
を
合
わ
せ
て

立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い

　

今
、
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
で
最
大
の
問
題
は
、

接
客
と
街
頭
営
業
で
す
。
接
客
に
つ
い
て
は
個
々

の
問
題
で
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

街
頭
営
業
の
実
態
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
も
よ
く

ご
存
じ
の
は

ず
。
こ
れ
ま

で
指
導
員
の

皆
さ
ん
が
一

生
懸
命
に
街

頭
指
導
を
さ

れ
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
徹

底
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
特
に
銀
座
周
辺
や
霞
が
関
に
つ
い
て

は
、
国
交
省
か
ら
「
こ
ん
な
状
態
を
放
置
し
て

い
る
個
人
タ
ク
シ
ー
を
支
援
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

危
機
的
な
状
態
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
個
人
タ
ク
シ
ー
に
対
す
る
批
判
は
、
東

京
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
国
の
個

人
タ
ク
シ
ー
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
東
京

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

そ
の
諸
悪
の
根
源
が
不
適
正

営
業
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
は

個
人
タ
ク
シ
ー
再
生
の
最
前

線
に
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
変
な
状
況
の
中
、
厳
し
い

活
動
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
真
面
目
に
営
業
し
て
い

る
全
国
の
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
た
め
に
も
、
安
全
と

健
康
に
留
意
し
て
２
年
間
、

力
を
合
わ
せ
て
不
適
正
営
業

の
撲
滅
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

７
月
28
日（
水
）
午
後
２
時
か
ら
協
会
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
に
、
推
進
指
導
員
を
代
表
し
て
第
１
～
10
班
の
班
長
に
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
、
続
い
て
街
頭
営
業
適
正
化
推
進
の
意
義
と
経
緯
、
ま
た
処
理
の
流
れ
や
事
務
運
営
な

ど
に
つ
い
て
、
指
導
に
取
り
組
む
40
名
の
指
導
員
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「これから2年間、力を合わせて頑張りましょ
う」と木村会長

都内個人タクシーの現況（平成22年8月1日現在）
許可事業者数　17,203名（前月比-42名）     

（特別区、武三16,717名　北多摩190名　南多摩296名）  
傘下事業者数　16,998名（前月比-48名）

（特別区、武三16,515名　北多摩190名　南多摩293名）
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全
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て

個
人
タ
ク
シ
ー
再
生
へ
の
努
力
を

　

２
つ
の
「
５
ヵ
年
計
画
」
は
、
一
人
ひ
と
り

の
事
業
者
が
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
、
具
体
的
な

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
そ
の
た
め
に
も
特
に
重
要
と
位
置

付
け
ら
れ
、
内
容
が
多
彩
で
、
し
か
も
充
実
し

た
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
、
横
山
副
支
部
長
の
「
本
日
の
研

修
の
中
身
を
聞
き
流
す
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り

と
各
団
体
へ
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
で
開
会
。
続
い
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車

事
故
対
策
機
構
の
西
尾
充
安
全
指
導
部
長
に
よ

る
「
個
人
タ
ク
シ
ー
の
営
業
に
お
け
る
事
故
防

止
手
法
」
に
関
す
る
講
演
で
は
、
適
性
診
断
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
行
動
に
つ
い
て
詳
細
な
解

説
が
あ
り
、
特
に
「
視
る
」
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
記
録
映
像
を
使
っ
た
わ
か
り
や
す
い

平
成
22
年
度
団
体
長
等
役
員
研
修
会

２
つ
の「
５
ヵ
年
計
画
」達
成
に
向
け
て

役
員
と
事
業
者
の
意
識
の
溝
を
埋
め
よ
う

７
月
29
日
（
木
）
個
人
タ
ク
シ
ー
会
館
１
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
関
東
支
部
主
催
平
成
22
年
度
団

体
長
等
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。﹁
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
構
造
改
善
５
ヵ
年
計
画
﹂・﹁
新

サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
５
ヵ
年
計
画
﹂
の
初
年
度
、
関
東
支
部
１
１
７
団
体
の
代
表
者
が
参
加
し
た
研

修
会
の
概
略
と
、
好
評
だ
っ
た
﹁
接
客
マ
ナ
ー
特
別
研
修
﹂
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

解
説
で
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
木
村
支
部
長
が
「
個
人
タ

ク
シ
ー
再
生
へ
の
課
題
と
新
た
な
取
り
組
み
」

と
題
す
る
説
示
を
行
い
ま
し
た
。
支
部
長
は
レ

ジ
ュ
メ
を
使
っ
て
業
界
の
現
状
・
課
題
を
整
理
。

業
界
の
再
生
に
向
け
て
な
す
べ
き
こ
と
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
役
員
と
一
般
事
業
者
の
意
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
指
摘
し
、「
こ
れ
ら
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
業
界
の
力
が
試
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
、
意
識
の
溝
を
埋
め
る
た
め
の
危

機
感
の
共
有
を
訴
え
ま
し
た
。

　

接
客
マ
ナ
ー
研
修
に
続
い
て
、
関
東
運
輸

局
自
動
車
技
術
安
全
部
の
石
原
美
千
老
保
安
・

環
境
課
長
に
よ
る
講
演
「
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
０
９
の
推
進
と
新
た
な
取
り
組
み
」
で

は
、
近
年
の
交
通
事
故
の
実
態
と
と
も
に
、
ハ

イ
・
タ
ク
事
故
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
、
事
故

撲
滅
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
自
動
車
交
通
部
・
星
野
朗
旅
客
第
二
課

長
、
同
・
高
山
和
征
課
長
補
佐
に
よ
る
「
タ
ク

シ
ー
に
係
る
最
近
の
情
勢
と
課
題
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
講
演
。
業
界
の
厳
し
い
実
態
を
概
観
し

た
う
え
で
、
星
野
課
長
か
ら
「
羽
田
の
国
際
化
・

24
時
間
化
へ
の
対
応
は
、
バ
ス
や
電
車
だ
け
で

は
無
理
。
ま
さ
に
タ
ク
シ
ー
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
」、
高
山
課
長
補
佐
か
ら
「
事
業
計
画
の
確

実
な
実
行
を
」
と
の
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
長
時
間
に

わ
た
る
研
修
で
し
た
が
、
大
変
な
熱
気
の
中
、

参
加
者
は
最
後
ま
で
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
成
果
を
各
団
体
の
、
個
々
の
事
業
者
と

共
有
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は

人
・
物
・
環
境
の
３
つ

　

渡
邉
弘
子
講
師
︵
㈱
三
越
伊
勢
丹
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

事
業
部　

教
育
グ
ル
ー
プ
︶
に
よ
る
接
客
マ
ナ

ー
研
修
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
の
３
要
素
」
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
３
要
素
と
は

「
人
・
物
・
環
境
」
を
指
し
ま
す
。「
人
」
と
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
笑
顔
、
あ
い
さ
つ
、
言
葉
遣
い
、

気
配
り
・
目
配
り
な
ど
。「
物
」
と
は
料
金
や

ご
案
内
カ
ー
ド
な
ど
。「
環
境
」
と
は
車
内
の

快
適
さ
、
内
部
や
外
観
の
清
潔
さ
な
ど
を
言
い
、

こ
の
３
つ
が
揃
っ
て
初
め
て
お
客
様
が
満
足
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し
ま
す
。

 

ま
た
接
客
サ
ー
ビ
ス
で
重
要
な
の
は
、
単
に

そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、「
実

践
で
き
る
」
こ
と
だ
と
強
調
。
結
び
に
「
お
も

て
な
し
で
お
客
様
は
喜
び
、
売
り
上
げ
が
上
が

り
ま
す
。
す
る
と
仕
事
が
楽
し
く
な
り
、
楽
し

く
な
れ
ば
さ
ら
に
お
も
て
な
し
に
磨
き
が
か
か

り
ま
す
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ろ
」、
高
山
課
長
補
佐
か
ら
「
事
業
計
画
の
確

ろ
」、
高
山
課
長
補
佐
か
ら
「
事
業
計
画
の
確

「課題は山積ですが、乗り越
えられるかどうか、業界の力
が試されています」と危機感
の共有を訴えた木村支部長

ロールプレイングの様子。接客マナー研修が毎回大好評です
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氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

竹
内　

保
さ
ん	

（
東
個
協
・
葛
飾
第
一
）	

59
歳	

膵
臓
癌

河
崎
俊
貴
さ
ん	

（
東
個
協
・
世
田
谷
一
）	

64
歳	

大
動
脈
破
裂

村
上
暁
敬
さ
ん	

（
東
個
協
・
世
田
谷
二
）	

63
歳	

直
腸
癌

早
野
政
男
さ
ん	

（
東
個
協
・
練
馬
）	

74
歳	

膵
臓
癌

明
間
三
智
男
さ
ん	

（
都
営
協
・
城
北
）	

62
歳	

肝
不
全

垣
下　

昭
さ
ん	

（
都
営
協
・
事
業
団
）	

61
歳	

不
明

前
田
勝
美
さ
ん	

（
都
営
協
・
四
○
）	

72
歳	

肝
細
胞
癌

細
井
慶
二
さ
ん	

（
都
営
協
・
四
○
）	

68
歳	

胃
癌

檜
山
三
郎
さ
ん	

（
都
営
協
・
東
京
旅
客
）	

63
歳	

脳
出
血

　

訃
報　
　

＊
７
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

委員会委員紹介

街
頭
営
業
適
正
化

特
別
委
員
会

委
員
長

相
澤
　
豊

不
適
正
営
業
の
根
絶
、
乗
り
場
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　

新
し
く
な
っ
た
推
進
指
導
員
と
と
も
に
、

道
路
交
通
法
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運

営
推
進
制
度
等
の
規
制
を
無
視
し
た
悪
質
な

営
業
行
為
に
は
徹
底
し
た
指
導
を
行
い
、
マ

ナ
ー
よ
く
乗
り
場
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正

に
営
業
を
し
て
い
る
事
業
者
が
、
不
利
益
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
。

街
頭
営
業
適
正
化

特
別
委
員
会

副
委
員
長

佐
藤
康
雄

教
育
広
報
委
員
会

委
員
長

奥
山
　
洋

親
し
み
や
す
い
会
報
の
誌
面
作
り
を
め
ざ
し
ま
す

　

事
業
者
一
人
ひ
と
り
に
都
個
協
の
取
り
組

み
や
、
現
在
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
が
抱
え
て

い
る
問
題
等
を
わ
か
り
や
す
く
伝
達
し
、
現

状
認
識
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
団

体
の
独
自
の
取
り
組
み
等
も
紹
介
し
な
が
ら
、

事
業
者
目
線
で
親
し
み
や
す
い
会
報
の
誌
面

作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
広
報
委
員
会

副
委
員
長

三
浦
孝
司

接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、

形
あ
る
も
の
を
社
会
に
示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

第3回
理事会の
焦点

木
村
会
長
あ
い
さ
つ

特
定
在
籍
者
給
付
に
関
し
て

　

全
個
協
共
済
の
特
定
在
籍
者
給
付
に
つ
い

て
、在
籍
者
全
員
に
で
き
る
だ
け
早
急
に
給

付
し
ま
す
。
給
付
の
時
期
は
10
月
半
ば
の
予

定
。
方
法
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
各
団
体

に
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
給
付
額
は
既
に
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す

「
特
定
在
籍
者
給
付
金
額
表
」を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

　

毎
年
恒
例
の
全
個
協
主
催
の
交
通
安
全
運
動
を
、

９
月
１
日
か
ら
２
か
月
間
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
と

と
も
に「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
９
月
21
日

か
ら
30
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
全
個
協
も
協
賛
団

体
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
し
、「
事
業
用
自
動

車
の
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」と
の
兼
ね
合
い

も
含
め
て
、こ
の
時
期
は
事
故
防
止
に
特
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
９
月
30
日
は「
交
通
事
故
死
ゼ

８
月
19
日
（
木
）、
協
会
会
議
室
に
て
第
３
回
理
事
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
28
名
の
理
事

が
全
員
出
席
。
木
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
15
件
の
報
告
事
項
、
そ
し
て
２
件
の
議
題
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議題

①
臨
時
総
会
の
開
催
並
び
に
提
出
議
案
に
関
す
る
件

②
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
並
び
に
顧
客
満
足
度
調
査
の
実
施
に
関
す
る
件

ロ
を
め
ざ
す
日
」。

日
々
の
営
業
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
特
に
こ
の
日

は
個
人
タ
ク
シ
ー

業
界
か
ら
交
通
事

故
を
１
件
も
出
さ

な
い
、
と
い
う
強

い
気
持
で
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

接
客
講
習
を
進
め
て
い
き
ま
す

　

７
月
末
に
団
体
長
等
役
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、今
回
か
ら
接
客
講
習
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

行
政
か
ら
も「
良
い
取
り
組
み
だ
」と
い
う
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
都
個
協
で
は
期
限
更
新
時
事
業

者
研
修
会
で
も
接
客
講
習
の
導
入
を
始
め
て
い
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
個
人
タ
ク
シ
ー
が
再
生
を
図
る
上
で
、

接
客
マ
ナ
ー
は
一
番
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
こ
れ
か
ら

も
力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
の
禁
煙
化
に
つ
い
て

　

全
国
で
は
タ
ク
シ
ー
の
禁
煙
化
が
著
し
い
勢
い

で
進
ん
で
い
ま
す
。
東
京
に
関
し
て
は
、
法
人
は

１
０
０
％
で
す
が
、個
人
の
方
が
ま
だ
徹
底
で
き
て

お
ら
ず
、も
う
一
押
し
と
い
う
状
況
。
都
個
協
と
し

て
も
全
面
禁
煙
は
決
議
し
て
い
る
事
項
な
の
で
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
確
実
な
実
施
を
し
、

更
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
都
個
協
レ
ベ
ル
で
行

う
特
定
事
業
計
画
も
、一
つ
ひ
と
つ
形
あ
る
も
の
に

し
て
社
会
に
示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「一つひとつ形あるものを社会に示していきましょう」と
木村会長



トピックス
なんでも 地域のおすすめスポットや

クラブ活動、
名物ドライバーなど
なんでもご紹介

風車のある
水辺の散歩

道

東
京 
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介
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日
個
連
東
京
都
営
業
協
同
組
合
　
浮
間
支
部

事
業
者
を
夢
見
る

法
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
に

　

２
０
０
５
年
、
都
営
協
・
浮
間
事
務
所
と
し
て
発

足
。
近
隣
に
30
社
以
上
あ
る
タ
ク
シ
ー
会
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
教
育
し
、
個
タ
ク
事
業
者

に
養
成
す
る
こ
と
が
設
立
の
大
き
な
目
的
で
し
た
。

翌
年
２
月
、
事
業
者
第
１
号
の
坂
井
政
弘
さ
ん
を
迎

え
て
﹁
支
部
﹂
に
。
現
在
の
支
部
員
は
14
名
で
す
が
、

受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
配
慮
し
た
授
業
展

開
で
、
今
ま
で
に
２
８
０
名
以
上
の
合
格
者
。
い
わ

ば
名
門
校
で
す
。

　

し
か
し
、
タ
ク
シ
ー
新
法
の
施
行
で
新
規
参
入
が

ス
ト
ッ
プ
。﹁
そ
ん
な
中
で
も
、
我
々
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
﹂
と
中
島
支
部
長
。
例
え
ば

今
は
、
各
団
体
の
譲
渡
の
情
報
を
こ
こ
に
集
め
、
合

格
者
の
譲
受
に
つ
な
げ
る
仲
人
役
を
果
た
す
な
ど
、

特
異
な
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

支部から徒歩１分のところにある浮間公園は、荒川の一部
だった浮間ヶ池を囲む約11万７千平方メートルの緑地。支
部を訪 れる
受 講 者 も、
遠くにある風
車を眺めて
ほっと一息。

前列左から事業者第 1 号の坂井副支部長
中島支部長、長井専務理事
後列左から小川共済理事、金子室長、関主査

講習会の様子。脅威の
合格率を誇っていまし
たが、新規参入ストッ
プが悔やまれます

支部名などの表示は一切
なし。特異な存在感は事
務所概観からも感じるこ
とができます

（
所
在
地
：
板
橋
区
舟
渡
）

﹁
指
差
し
外
国
語
シ
ー
ト
﹂
導
入
の

ご
案
内

　

本
年
10
月
21
日
の
羽
田
空
港
新
国
際
線
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
供
用
開
始
予
定
に
合
わ
せ
、﹁
指

差
し
外
国
語
シ
ー
ト
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
外
国
人
旅
客
の
言
語
が
わ
か
ら
な

く
と
も
、
目
的
地
や
運
送
の
経
路
等
を
確
実
に

認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
外
国
人
旅
客

も
安
心
し
て
乗
車
し
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
る

よ
う
、
会
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、
一
層
の
接
遇
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

羽
田
空
港
に
限
ら
ず
、
都
内
に
お
い
て
も
外
国

人
旅
客
の
ご
利
用
の
際
に
は
活
用
し
て
頂
き
、

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

【
注
意
点
︼

①
各
団
体
に
お
い
て
、
指
差
し
外
国
語
シ
ー
ト
の

使
い
方
の
講
習
を
実
施
し
、
受
講
後
に
車
体
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
車
体
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
場
所
は
車
両
左
側
後
方

窓
ガ
ラ
ス
初
乗
運
賃
額
シ
ー
ル
の
上
。

③
羽
田
空
港
新
国
際
線
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
、﹁
指

差
し
外
国
語
シ
ー
ト
を
備
え
付
け
、
使
い
方
の
教

育
を
受
け
た
運
転
者
﹂
で
車
体
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

付
し
て
い
る
こ
と
が
入
構
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま

す
︵
従
来
同
様
に
車
両
番
号
末
尾
規
制
も
実
施
さ

れ
、
国
際
線
の
24
時
間
化
に
伴
い
、
奇
数
日
、
偶

数
日
の
対
応
は
、
午
前
８
時
を
も
っ
て
入
構
す
る

車
両
を
切
り
替
え
ま
す
︶。

新
宿
駅
西
口
地
下
　

優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

入
構
路
ト
ン
ネ
ル
内
で
火
災
発
生

　

７
月
28
日
午
後
７
時
34
分
頃
、
新
宿
駅
西
口

地
下
、
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
続
く
ト
ン
ネ

ル
内
（
新
宿
西
口
４
号
街
路
）
に
お
い
て
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

消
防
庁
の
現
場
検
証
に
よ
る
と
、
ト
ン
ネ
ル

中
央
部
の
排
水
溝
に
火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
が
捨

て
ら
れ
、
中
の
ゴ
ミ
に
燃
え
移
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
ま
す
。

　

同
所
は
歩
車
道
分
離
で
天
井
ま
で
壁
に
な
っ

て
お
り
、
人
が
通
行
で
き
な
い
場
所
で
、
本
来

タ
ク
シ
ー
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
も
の

の
、
優
良
乗
り
場
に
入
構
す
る
た
め
恒
常
的
に

タ
ク
シ
ー
が
待
機
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
大

き
な
火
災
に
つ
な
が
れ
ば
生
命
に
も
関
わ
り
大

変
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
場
所
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず﹁
車
外
に
出
て
路
上
喫
煙
し
た
り
、

立
小
便
を
し
て
環
境
美
化
を
損
ね
て
い
る
﹂
と

の
苦
情
を
頂
い
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

道
路
を
管
轄
す
る
東
京
都
で
は
、
排
水
溝
の

上
、
人
の
目
線
位
置
に
﹁
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

厳
禁
﹂
と
い
う
看
板
を
40
箇
所
に
設
置
し
て
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
、
路
上
喫
煙
を
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。




